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Ⅰ 業務の実施状況 

１．令和 5 事業年度の業務の実施状況 

（１）競馬の実施等 

① 競馬の開催状況 

・開催回数 36 回  ・開催日数 288 日 

（内訳） 

競馬場 開催回数 開催日数 競馬場 開催回数 開催日数 

札幌競馬場 2 回 14 日 東京競馬場 5 回 45 日 

函館競馬場 2 回 12 日 中京競馬場 4 回 32 日 

福島競馬場 3 回 20 日 京都競馬場 3 回 29 日 

新潟競馬場 4 回 26 日 阪神競馬場 5 回 46 日 

中山競馬場 5 回 42 日 小倉競馬場 3 回 22 日 

 

② 売得金及び開催競馬場入場人員 

売 得 金 3 兆 2,964 億 0,963 万 3,200 円  

開催競馬場入場人員  462 万 4,106 人  

 

③ 国庫納付金 

第 1 国庫納付金 3,296 億 4,096 万 3,320 円  

第 2 国庫納付金  284 億 6,404 万 8,173 円  

   

④ 主な業績項目の数値 

項 目 数 式 本事業年度数値 

競馬開催計画 

達成率 

開催回数 開催実施回数／開催計画回数   100％ 

開催日数 開催実施日数／開催計画日数   100％ 

職員一人当り 

の効率 

対売上収入 売得金／職員数   1,832,356千円 

対入場人員 開催競馬場入場人員／職員数   2,570人 

対売上収益率 剰余金／売得金 1.73％ 
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（２）馬主、馬（競走馬）及び服色の登録 

        〔ＪＲＡ所属〕            〔その他〕※ⅰⅱ 

登録の種類 登録の数 取消の数 本事業年度末数 国際関係 地方関係 

馬主の登録 177 名  122 名  2,795 名  1(4)名  24 名  

馬の登録   5,534 頭   5,401 頭  9,185 頭  2(2)頭  63 頭  

服色の登録 113 件  100 件  2,057 件   1(4)件   ―   

 
※ⅰ「国際関係」：国際交流競走に係わる登録の数（カッコ内は取消の数） 
 ⅱ「地方関係」：地方競馬との指定交流競走に係わる登録の数（取消の数は登録と同数） 

 

（３）調教師及び騎手の免許  

        〔ＪＲＡ所属〕※ⅰⅱ    〔その他〕※ⅲⅳⅴ 

免許の種類 
免許 

の数 

取消 

の数 

本事業 

年度末数 
短期 

国際 

関係 

地方 

関係 

調教師の免許 192名  2名 190名 ―  2名 61名 

騎手の免許 151名  7名 144名 14名  7名 61名 

 
※ⅰ「免許の数」： 3月1日付免許者数 
ⅱ「取消の数」： 免許期間を満了せずに事業年度途中で取り消した者の数 
ⅲ「短期」   ： 臨時試験による短期騎手免許者数（延人数） 

 ⅳ「国際関係」： 国際交流競走・国際騎手招待競走に係わる免許者数（延人数） 
 ⅴ「地方関係」： 地方競馬との指定交流競走に係わる免許者数（延人数） 

 

（４）競走馬の育成 

日高育成牧場及び宮崎育成牧場において、育成研究を目的として市場購買馬（令和 4

年購買の 2歳馬 74 頭及び令和 5年購買の 1 歳馬 74 頭）の育成を行いました。 

また、日高育成牧場及び宮崎育成牧場において、生産育成研究を目的としてＪＲＡ生

産馬（当歳 9 頭、1 歳 8 頭及び 2 歳 9 頭）の育成を行いました。 

 

（５）騎手の養成・訓練 

競馬学校において騎手の養成を行い、6 名が卒業しました。令和 5 事業年度末現在の

在校者数は 20名となっています。  
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（６）日本中央競馬会法第 19 条第 2 項第 4号に掲げる業務 

上記（１）～（５）の業務のほか、競馬の健全な発展を図るため必要な業務を行い

ました。 

そのうち、特別振興資金を使用して、競馬振興事業を実施しました。 

 合計金額   133 億 1,354万 1,497円 

   

（７）畜産振興事業 

特別振興資金を使用して、畜産振興事業を実施しました。 

合計金額  47億 6,320万 7,359 円 

 

（８）払戻金への上乗せ 

特別振興資金を使用して、1 号給付金及び 2 号給付金を払戻金に上乗せしました。 

1号給付金 33億 4,423 万 5,010 円 

2号給付金 42億 3,596 万 6,570 円 

合計金額 75億 8,020 万 1,580 円 

 

（９）競走馬生産振興業務への交付 

地方競馬全国協会が行う「競走馬生産振興業務」に対して、特別振興資金を使用し

て、交付金を交付しました。 

合計金額 97億 0,000 万 0,000 円 

 

（10）競馬活性化業務への交付 

地方競馬全国協会が行う「競馬活性化業務」に対して、特別振興資金を使用して、

交付金を交付しました。 

合計金額 14億 3,333 万 5,000 円 

 

（11）借入金、財政投融資資金及び国庫補助金等による資金調達の状況 

該当ありません。 
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２．前事業年度までにおける業務の実施状況 

（１）競馬の実施等 

① 競馬の開催状況 

事業年度 令和 2 年 令和 3 年 令和 4 年 

 開催回数 開催日数 開催回数 開催日数 開催回数 開催日数 

札幌競馬場 2 回 14 日 2 回 14 日 2 回 14 日 

函館競馬場 2 回 12 日 1 回 12 日 1 回 12 日 

福島競馬場 3 回 20 日 2 回 12 日 3 回 20 日 

新潟競馬場 4 回 26 日 5 回 36 日 4 回 26 日 

中山競馬場 5 回 43 日 5 回 42 日 5 回 42 日 

東京競馬場 5 回 45 日 5 回 44 日 5 回 45 日 

中京競馬場 3 回 23 日 6 回 45 日 6 回 45 日 

京都競馬場 4 回 37 日 0 回  0 日 0 回  0 日 

阪神競馬場 6 回 48 日 6 回 53 日 6 回 54 日 

小倉競馬場 2 回 20 日 4 回 30 日 4 回 30 日 

合 計 36 回 288 日 36 回 288 日 36 回 288 日 

 

② 売得金及び開催競馬場入場人員 

事業年度 売 得 金 開催競馬場入場人員 

令和 2 年 2 兆 9,911 億 8,723 万 7,800 円 99 万 0,970 人 

令和 3 年 3 兆 1,079 億 6,007 万 3,800 円 72 万 2,670 人 

令和 4 年 3 兆 2,736 億 8,192 万 8,500 円 279 万 0,937 人 

 

③ 国庫納付金 

事業年度 第 1 国庫納付金 第 2 国庫納付金 

令和 2 年 2,991 億 1,872 万 3,780 円  307 億 6,446 万 8,332 円  

令和 3 年 3,107 億 9,600 万 7,380 円  355 億 8,042 万 0,971 円  

令和 4 年 3,273 億 6,819 万 2,850 円  418 億 9,334 万 0,638 円  
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④ 主な業績項目の数値 

項 目 令和 2 年 令和 3 年 令和 4 年 

競馬開催計画 

達成率 

開催回数  100％  100％  100％ 

開催日数  100％  100％  100％ 

職員一人当り 

の効率 

対売上収入 1,681,386 千円 1,747,026 千円 1,840,180 千円 

対入場人員  557 人  406 人  1,568 人 

対売上収益率    2.05％  2.28％  2.56％ 

 

（２）馬主、馬（競走馬）及び服色の登録 

① 馬主の登録 

          〔ＪＲＡ所属〕             〔その他〕※ⅰⅱ 

事業年度 登録の数 取消の数 当該事業年度末数 国際関係 地方関係 

令和 2 年 135 名  104 名  2,599 名  1(8)名  31 名  

令和 3 年 174 名  101 名  2,672 名  2(2)名  22 名  

令和 4 年 174 名  106 名  2,740 名   4(8)名    37 名  

 

② 馬の登録 

          〔ＪＲＡ所属〕             〔その他〕※ⅰⅱ 

事業年度 登録の数 取消の数 当該事業年度末数 国際関係 地方関係 

令和 2 年  5,330 頭   5,222 頭  8,911 頭  1(1)頭  79 頭  

令和 3 年  5,282 頭  5,303 頭  8,890 頭  3(3)頭  54 頭  

令和 4 年  5,330 頭   5,168 頭  9,052 頭  5(5)頭  59 頭  

 

③ 服色の登録 

          〔ＪＲＡ所属〕               〔その他〕※ⅰ 

事業年度 登録の数 取消の数 当該事業年度末数 国際関係 

令和 2 年 134 件  108 件  2,004 件    1(8)件  

令和 3 年 122 件  100 件  2,026 件    2(2)件  

令和 4 年 128 件  110 件  2,044 件   4(8)件  

※ⅰ「国際関係」：国際交流競走に係わる登録の数（カッコ内は取消の数） 
ⅱ「地方関係」：地方競馬との指定交流競走に係わる登録の数（取消の数は登録と同数） 
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（３）調教師及び騎手の免許 

① 調教師の免許 

         〔ＪＲＡ所属〕※ⅰⅱ          〔その他〕※ⅳⅴ 

事業年度 免許の数 取消の数 当該事業年度末数 国際関係 地方関係 

令和 2 年 197名 3名 194名 1名  70名 

令和 3 年 193名 1名 192名 2名  47名 

令和 4 年 190名 0名 190名 5名  48名 

 

② 騎手の免許 

         〔ＪＲＡ所属〕※ⅰⅱ   〔その他〕※ⅲⅳⅴ 

事業年度 
免許 

の数 

取消 

の数 

当該事業 

年度末数 
短期 

国際 

関係 

地方 

関係 

令和 2 年 140名 5名 135名 7名  0名 49名 

令和 3 年 141名 2名 139名 1名  2名 10名 

令和 4 年 149名 3名 146名 10名  9名 39名 

 
※ⅰ「免許の数」： 3月1日付免許者数 
ⅱ「取消の数」： 免許期間を満了せずに事業年度途中で取り消した者の数 

 ⅲ「短期」   ： 臨時試験による短期騎手免許者数（延人数） 
 ⅳ「国際関係」： 国際交流競走・国際騎手招待競走に係わる免許者数（延人数） 
 ⅴ「地方関係」： 地方競馬との指定交流競走に係わる免許者数（延人数） 

 

（４）競走馬の育成 

事業年度 育成頭数 （内訳） 当歳馬 1 歳馬 2 歳馬 

令和 2 年 177(27)頭   9(9)頭  84(9)頭  84(9)頭  

令和 3 年 176(27)頭   9(9)頭  83(9)頭  84(9)頭  

令和 4 年 174(26)頭   8(8)頭  83(9)頭  83(9)頭  

※ ( )内は育成したＪＲＡ生産馬の頭数（内数） 
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（５）騎手の養成・訓練 

事業年度 競馬学校卒業者数 当該事業年度末在校者数 

令和 2 年 4 名 25 名 

令和 3 年 8 名 25 名 

令和 4 年 9 名 21 名 

 

（６）日本中央競馬会法第 19条第 2項第 4号に掲げる業務 

① 令和 2 年、令和 3 年及び令和 4 年の各事業年度において、上記（１）～（５）の

業務のほか、競馬の健全な発展を図るため必要な業務を実施しました。 

② 競馬振興事業 

事業年度 金 額 

令和 2 年 117 億 1,689 万 5,378 円  

令和 3 年 109 億 8,416 万 6,688 円  

令和 4 年 

 

年 

113 億 8,196 万 9,475 円  

   

（７）畜産振興事業 

事業年度 金 額 

令和 2 年 39 億 6,131 万 6,004 円 

令和 3 年 39 億 6,408 万 4,897 円  

令和 4 年 42 億 4,538 万 0,993 円  

 

（８）払戻金への上乗せ 

事業年度 金 額  1 号給付金 2 号給付金 

令和 2 年 66 億 2,186 万 1,060 円   32 億 3,943 万 3,090 円  33 億 8,242 万 7,970 円  

令和 3 年 66 億 8,632 万 9,170 円   33 億 6,238 万 9,360 円  33 億 2,393 万 9,810 円  

令和 4 年 66 億 9,429 万 9,720 円   32 億 1,622 万 5,820 円  34 億 7,807 万 3,900 円  
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（９）競走馬生産振興業務への交付 

事業年度 金 額 

令和 2 年 23億 1,600 万 0,000 円  

令和 3 年 13億 8,600 万 0,000 円  

令和 4 年 23億 1,600 万 0,000 円  

 

（10）競馬活性化業務への交付 

事業年度 金 額 

令和 2 年 27億 3,986 万 3,495 円  

令和 3 年 12億 9,126 万 4,274 円  

令和 4 年 16億 3,650 万 9,907 円  

 

（11）借入金、財政投融資資金及び国庫補助金等による資金調達の状況 

   令和 2 年、令和 3 年及び令和 4 年の各事業年度において、該当ありません。 
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Ⅱ 日本中央競馬会の概要 

１．業務の内容 

  日本中央競馬会は、競馬の健全な発展を図って馬の改良増殖その他畜産の振興に寄与

することを目的とし、その目的を達成するため次の業務を行うことが法定されています。 

（１）業務内容 

① 中央競馬の実施 

② 馬主、馬（競走馬）及び服色の登録 

③ 調教師及び騎手の免許 

④ 競走馬の育成 

⑤ 騎手の養成・訓練 

⑥ 競馬法第 21 条の規定により委託を受ける競馬の実施に関する事務 

⑦ その他競馬の健全な発展を図るため必要な業務 

⑧ 畜産振興事業等について助成することを業務とする法人に対し、当該助成に必

要な資金の全部又は一部を交付する業務 

⑨ 競馬法附則第 5 条第 1 項第 1 号及び第 2 号に規定する当該勝馬投票の的中者に

対し、給付金を交付する業務 

⑩ 地方競馬全国協会が行う競走馬生産振興業務に対し、交付金を交付する業務 

⑪ 地方競馬全国協会が行う競馬活性化業務に対し、交付金を交付する業務（令和 9

事業年度までの間） 

 

（２）根拠規定  

日本中央競馬会法（昭和 29 年 7 月 1 日法律第 205 号）第 19 条 

競馬法（昭和 23 年 7 月 13 日法律第 158 号）第 23 条の 44 第 3 項並びに附則第 5

条及び第 8 条 
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２．各事務所の所在地 

名 称 郵便番号 所 在 地 電話番号 

本部 

馬事公苑 

競馬学校 

競走馬総合研究所 

競走馬 
リハビリテーションセンター 
 
日高育成牧場 

宮崎育成牧場 

栗東 
トレーニング・センター 
 
美浦 
トレーニング・センター 
 
札幌競馬場 

函館競馬場 

福島競馬場 

新潟競馬場 

中山競馬場 

東京競馬場 

中京競馬場 

京都競馬場 

阪神競馬場 

小倉競馬場 

105-0003 

158-0098 

270-1431 

329-0412 

972-8325 
 
 

057-0171 

880-0036 

520-3085 
 

300-0493 
 
 

060-0016 

042-8585 

960-8114 

950-3301 

273-0037 

183-0024 

470-1132 

612-8265 

665-0053 

802-0841 

 東京都港区西新橋 1丁目 1 番 1 号 

 東京都世田谷区上用賀 2 丁目 1 番 1 号 

 千葉県白井市根 835番地 1 

 栃木県下野市柴 1400 番 4 号 

 福島県いわき市常磐白鳥町上ノ原 71 番 
 
 
北海道浦河郡浦河町字西舎 535 番地の 13 

 宮崎県宮崎市花ケ島町大原 2347 番地 

 滋賀県栗東市御園 1028番地 
 

 茨城県稲敷郡美浦村大字美駒 2500 番地 の 2 
 

 北海道札幌市中央区北 16 条西 16 丁目 1 番 1 号 

 北海道函館市駒場町 12番 2 号 

 福島県福島市松浪町 9番 23 号 

 新潟県新潟市北区笹山 3490 番地 

 千葉県船橋市古作 1丁目 1 番 1 号 

 東京都府中市日吉町 1番地の 1 

 愛知県豊明市間米町敷田 1225 番地 

 京都府京都市伏見区葭島渡場島町 32 番地 

 兵庫県宝塚市駒の町 1番 1 号 

 福岡県北九州市小倉南区北方 4 丁目 5 番 1 号 

03-3591-5251 

03-3429-5101 

047-491-0333 

0285-44-0090 

0246-43-3185 
 
 

0146-28-1211 

0985-25-3448 

077-558-0101 
 

029-885-2111 
 

011-726-0461 

0138-53-1021 

024-534-2121 

025-259-3141 

047-334-2222 

042-363-3141 

052-623-2001 

075-631-3131 

0798-51-7151 

093-962-3236 

 

３．資本金の総額及び政府の出資額並びにこれらの増減 

資本金の総額 政府の出資額 前期末比増減 

4,924,129,000 円 全額政府出資 増減なし 
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４．役員の定数並びに各役員の氏名、役職、任期及び経歴等 （令和 5事業年度末現在） 

（１）役員の定数 

    理事長 1 人、副理事長 1 人、理事 10 人以内及び監事 3 人以内 

（２）各役員の氏名、役職、任期、経歴 

役 職 氏 名 任 期 経 歴 

 
理 事 長     
 
副理事長 
 
常務理事 
 
理  事 
 
理  事 
 
理  事 
 
理  事 
 
理  事 
 
理  事 
 
理  事 
 
理  事 
 
監  事 
 
監  事 
(非常勤) 
監  事 
(非常勤) 

 
吉田 正義 
 
山口 英彰 
 
臼田 雅弘 
 
植木  聡 
 
清水 靖博 
 
橋本 次郎 
 
佐野 健吉 
 
菊田  淳 
 
飯田 久隆 
 
小林 哲也 
 
吉成 公伸 
 
高嶋 民治 
 
田中佐知子 
 
小谷実可子 

 
2023年 9月 12日～2026年 9月 11日 

 

2023年 9月 12日～2026年 2月 28日 

 

2023年 3月 1日～2025年 2月 28日 

   

2023年 3月 1日～2025年 2月 28日 

 

2023年 3月 1日～2025年 2月 28日 

 

2023年 10月 1日～2025年 9月 30日 

 

2023年 3月 1日～2025年 2月 28日 

 

2023年 3月 1日～2025年 2月 28日 

  

2023年 3月 1日～2025年 2月 28日 

 

2023年 3月 1日～2025年 2月 28日 

 

2023年 9月 12日～2025年 2月 28日 

 

2023年 10月 1日～2025年 9月 30日 

 
2022年 9月 16日～2024年 9月 15日 

 

2022年 9月 16日～2024年 9月 15日 

 

日本中央競馬会 

副理事長 

日本中央競馬会 

常務理事 

日本中央競馬会理事 

 

日本中央競馬会 

総合企画部長 

日本中央競馬会 

プロモーション部長 

日本中央競馬会総括監 

 

日本中央競馬会 

      競走部長 

日本中央競馬会 

審判部長 

日本中央競馬会 

経理部審議役 

日本中央競馬会 

美浦ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ･ｾﾝﾀｰ場長 

日本中央競馬会 

競走部長 

日本中央競馬会 

総合企画部長 

弁護士 

 

ＮＰＯ法人 

日本ｵﾘﾝﾋﾟｱﾝｽﾞ協会理事 

 

（３）役員の異動 

① 2 月 28 日付けで本川一善副理事長、木村一人常務理事及び新屋勇人理事が退任

し、3 月 1 日付けで吉田正義前常務理事が副理事長に、臼田雅弘前理事及び山口英

彰前参与が常務理事に、飯田久隆前経理部審議役及び小林哲也前美浦トレーニング・

センター場長が理事に任命されました。 

② 9 月 11 日付けで後藤正幸理事長が退任し、9 月 12 日付けで吉田正義前副理事長

が理事長に、山口英彰前常務理事が副理事長に、吉成公伸前競走部長が理事に任命

されました。 

③ 9 月 30 日付けで勝見浩二監事が退任し、10 月 1 日付けで高嶋民治前総合企画部

長が監事に任命されました。 
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５．職員の定数及びその増減（令和 5 事業年度末現在） 

職員の定数 前期末比増減 

1,799 人 20 人増 

 

６．日本中央競馬会の沿革 

 
昭和 29 年 

 
○ 日本中央競馬会の設立（9 月 16 日） 
昭和 23 年に当時の「日本競馬会」の業務を継承したいわゆる

「国営競馬」を引き継いで、競馬法（昭和 23 年 7 月 13 日法律第
158 号）により競馬を行う特殊法人として、日本中央競馬会法（昭
和 29 年 7 月 1 日法律第 205 号）により設立 
 

 
平成 3 年 

 
○ 競馬法及び日本中央競馬会法の一部を改正する法律の施行 
① 馬主の登録制度並びに調教師及び騎手の免許制度の改善 
② 馬主登録等がより公正に行われるための審査会の設置 
③ 日本中央競馬会の剰余金を有効に活用するための特別振興資
金及び特別給付資金の新設 

④ 競馬振興事業及び畜産振興事業の新設 
⑤ 単勝式及び複勝式の勝馬投票の的中者に対し、特別給付金を
交付する特別給付業務の新設 

 
 
平成 17 年 

 
○ 競馬法の一部を改正する法律の施行 
① 中央競馬の実施に関する事務を政令で定めるところにより都
道府県等に委託することができることを新たに規定 

② 勝馬投票券の購入等の制限の対象から成年である学生生徒が
除外 

③ 単勝式及び複勝式の払戻率を改正（特別給付業務は平成 16
末までの分をもって終了） 

 
○ 「行政改革の重要方針」の閣議決定（12 月 24 日） 
① 現行の組織形態（特殊法人）を継続 
② 競馬の公正・中立性の確保上支障のない範囲において主務大
臣の関与・規制の緩和 

③ 競争入札への移行の促進、子会社等の統合、外部監査の導入
等を図ること 

 
 
平成 19 年 

 
○ 競馬法及び日本中央競馬会法の一部を改正する法律の施行 
① 経営委員会の設置 
② 農林水産大臣の関与及び規制の緩和（規約についての関与の
緩和、役員の任免等に関して大臣認可を不要とすること等） 

③ １号給付金及び２号給付金を交付する業務の新設 
 

 
平成 24 年 

 
○ 競馬法の一部を改正する法律の施行 
 払戻金の算出方法の見直し 
 

 
平成 27 年 
 

 
○ 競馬法の一部を改正する法律の施行 
海外競馬の競走についての勝馬投票の実施 

 
 
令和 4 年 

 
○ 競馬法の一部を改正する法律の施行 
競馬に対する国民の信頼を確保するための措置の充実 



７．根拠法    日本中央競馬会法 

 

８．主務大臣   農林水産大臣 

 

９．経営委員会の概要（令和 5 事業年度末現在） 

経営委員会は、日本中央競馬会法第 8 条の 2 の規定により設置され、農林水産大臣

が任命する委員 6 人及び理事長の 7 人により構成されています。 

（１）各委員の氏名、任期及び職名等 

氏 名 任 期 職 名 等 

 
片山 雅文 
 
 
小堀 秀毅 
(委員長代理) 

 
酒井 順子 
 
田島 優子 
 
眞鍋  昇 

 
山西健一郎 

(委員長) 
 

 
2022年 9月 1日～2025年 8月 31日 

 
 

2023年 7月 1日～2025年 8月 31日 
 
 

2022年 9月 1日～2025年 8月 31日 
 

2022年 9月 1日～2025年 8月 31日 
 

2022年 9月 1日～2025年 8月 31日 
 

2022年 9月 1日～2025年 8月 31日 
 

 
㈱産経新聞社 
コンプライアンスアドバイザー 

 
旭化成㈱ 取締役会長 
  
 
エッセイスト 
 
弁護士 
 
大阪国際大学 学長補佐 
 
三菱電機㈱ 元社長、会長 

 

（２）経営委員会の開催概要 

① 第 1 回経営委員会（1月 19日） 

・ 2023年度組織改正（案）の議決 

・ 日本中央競馬会職員給与規程等の一部改正(案)の議決 ほか 

② 第 2 回経営委員会（2月 9日） 

・ 役員の任命（案）についての同意 

・ 令和 5事業年度予算実施計画（案）の議決 

・ 外向け場外設備の設置申請（案）の議決 ほか 

③ 第 3 回経営委員会（3月 15日） 

・ 令和 4事業年度決算（案）の議決 

・ 日本中央競馬会競馬施行規約の一部改正（案）の議決 

・ 日本中央競馬会が定める 7 月 1 日、8 月 27 日及び 9 月 18 日の払戻金に係る率

（案）の議決 ほか 
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④ 第 4 回経営委員会（4月 19日） 

・ 令和 4事業年度経営目標の達成状況に係る自己評価の報告 ほか 

⑤ 第 5 回経営委員会（5月 17日） 

・ 日本中央競馬会職員給与規程等の一部改正（案）の議決 

・ 令和 4事業年度経営目標の達成状況の評価（案）の議決 ほか 

⑥ 第 6 回経営委員会（6月 22日） 

・ 阪神競馬場スタンドリフレッシュ工事の実施の報告 ほか 

⑦ 第 7 回経営委員会（8月 8日） 

・ 委員長の選任 

・ 委員長代理の選任 ほか 

⑧ 第 8 回経営委員会（8月 31日） 

・ ＪＲＡのアプリ展開の報告 ほか 

⑨ 第 9 回経営委員会（9月 8日） ※書面表決 

・ 役員の任命（案）についての同意 

⑩ 第 10回経営委員会（9月 21日） ※書面表決 

・ 役員の任命（案）についての同意 

⑪ 第 11回経営委員会（10月 12日） 

・ 2024事業年度事業計画（案）（「開催計画」「重賞競走の改善」に係る部分）の   

議決 ほか 

⑫ 第 12回経営委員会（11月 15日） 

・ 2024事業年度経営目標（案）の決定 

・ 2024事業年度事業計画（案）の議決 

・ 2024事業年度収支予算（案）の議決 

・ 競馬法第 8条第 1 項の規定により日本中央競馬会が定める率（案）の議決 ほか 

⑬ 第 13回経営委員会（12月 14日） 

・ 経営委員会申合せ事項の一部改正（案）の議決 ほか 

     

（３）委員の異動 

① 6 月 30 日付けで小林栄三委員が退任し、7月 1日付けで小堀秀毅氏が新たに委員

に任命されました。 
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１０．運営審議会の概要（令和 5事業年度末現在） 

日本中央競馬会法第 16 条の規定により、日本中央競馬会の業務の執行に関する重要

事項を調査審議するため、理事長が農林水産大臣の認可を受けて任命する者により構成

される運営審議会が設置されています。 

（１）各委員の氏名、任期及び職名等 

氏 名 任 期 職 名 等 

 
大西  洋 

 
佐藤 藍子 

 
鈴木 淑子 

 
武   豊 

 
土川 健之 

 
手塚 貴久 

 
西川  賢 

 
蓮見 恭子 

 
古川 雅且 

 
宮下真理子 

 
2023年 9月 16日～2025年 9月 15日 

 
2023年 9月 16日～2025年 9月 15日 

 
2023年 9月 16日～2025年 9月 15日 

 
2023年 9月 16日～2025年 9月 15日 

 
2023年 9月 16日～2025年 9月 15日 

 
2023年 9月 16日～2025年 9月 15日 

 
2023年 9月 16日～2025年 9月 15日 

 
2023年 9月 16日～2025年 9月 15日 

 
2023年 9月 16日～2025年 9月 15日 

 
2023年 9月 16日～2025年 9月 15日 

 

 
日本空港ビルデング㈱  

取締役副社長 
女優 
 
競馬ジャーナリスト 
 
日本騎手クラブ 会長 

 
元 日本中央競馬会 理事長 
 
(一社)日本調教師会 会長 
 
日本馬主協会連合会 会長 
 
小説家 
 
日高軽種馬農業協同組合  
       代表理事組合長 
日本画家 

 

（２）運営審議会の開催概要 

① 第 1 回運営審議会（3月 9日） 

・ 令和 4事業年度決算（案）について 

・ 日本中央競馬会競馬施行規約及び日本中央競馬会競馬施行規程の一部改正につ

いて（案） 

② 第 2 回運営審議会（10月 10日） ※書面表決  

・ 2024 事業年度事業計画（案）（「開催計画」「重賞競走の改善」に係る部分）につ

いて 

③ 第 3 回運営審議会（11月 9日） 

 ・ 2024事業年度事業計画（案）について 

 ・ 2024事業年度収支予算（案）について 
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（３）委員の異動 

9 月 15 日付で川﨑麻児委員が退任し、9 月 16 日付で宮下真理子氏が新たに委員に任

命されました。 

 

１１．公正審査会議の概要（令和 5 事業年度末現在） 

日本中央競馬会法第 20 条の規定に基づき、馬主の登録・抹消、調教師及び騎手の

免許・取消し、行政不服審査法による審査請求に対する裁決などについて意見を聴

くため、理事長が学識経験者から公正審査委員を任命し、委員による公正審査会議

を開催しました。 

 

（１）各委員の氏名、任期及び経歴 

氏 名 任  期 経  歴 

 
石木 俊治 
 
石原  葵 
 
井上 美昭 
 
酒井 邦彦 
 
酒井 啓子 
 
福沢 恵子 
 
堀越 礼子 

 
2023年 9月 7日～2025年 9月 6日 

 
2023年 9月 7日～2025年 9月 6日 

 
2023年 9月 7日～2025年 9月 6日 

 
2023年 9月 7日～2025年 9月 6日 

 
2023年 9月 7日～2025年 9月 6日 

 
2023年 9月 7日～2025年 9月 6日 

 
2023年 9月 7日～2025年 9月 6日 

 
元 内閣法制局第四部長 
 
元 日本中央競馬会副理事長 
 
元 関東管区警察局長 
 
弁護士 
     
千葉大学グローバル 

関係融合研究センター長 
(公財)日本女性学習財団評議員 
 
(株)朝日新聞社取締役 

 

（２）公正審査会議の開催概要 

① 第 1 回公正審査会議 （1 月 13 日） 

・ 公正審査会議運営規則の改正について 

② 第 2 回公正審査会議 （2 月 3 日） 

・ 令和 5 年度調教師及び騎手免許について 

・ 馬主登録について（個人馬主による法人馬主登録 2 件） 

・ 馬主登録について（法人馬主の代表者変更 1件） 

・ 馬主登録について（組合馬主の組合員追加 1 件） 

③ 第 3 回公正審査会議 （3 月 10 日） 

・ 馬主登録について（相続馬限定 1 件） 
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・ 馬主登録について（個人馬主による法人馬主登録 1 件） 

・ 馬主登録について（法人馬主の限定的代表者変更 3 件） 

・ 馬主登録について（個人馬主の馬主登録取消の猶予 1 件） 

④ 書面審査（3月 29 日～4 月 6日） 

・ 馬主登録について（法人馬主の限定的代表者変更 1件） 

⑤ 第 4 回公正審査会議（4 月 13 日） 

・ 2023 年第 1 回馬主登録審査に係る馬主登録について（37 件） 

・ 馬主登録について（個人馬主による法人馬主登録 1 件） 

・ 馬主登録について（法人馬主の代表者変更 1 件） 

・ 馬主登録について（組合馬主の組合員変更 1 件） 

⑥ 第 5 回公正審査会議（5 月 12 日） 

・ 馬主登録について（個人馬主の馬主登録取消の猶予 1 件） 

⑦ 第 6 回公正審査会議（6 月 2 日） 

・ 馬主登録について（個人馬主の馬主登録取消の猶予 1 件） 

・ 馬主登録について（組合馬主の組合員追加 1 件） 

・ 馬主登録について（組合馬主の組合員変更 1 件） 

⑧ 第 7回公正審査会議（7 月 6日） 

・ 2023年第 2回馬主登録審査に係る馬主の登録について（51 件） 

・ 馬主登録について（相続馬限定 2 件） 

・ 馬主登録について（法人馬主による個人馬主登録 1 件） 

・ 馬主登録について（法人馬主の限定的代表者の限定解除 1 件） 

⑨ 第 8 回公正審査会議（9 月 8 日） 

・ 馬主登録について（相続馬限定 1 件） 

・ 馬主登録について（個人馬主による法人馬主登録 5 件） 

・ 馬主登録について（法人馬主による個人馬主登録 1 件） 

・ 馬主登録について（法人馬主の代表者変更 1 件） 

⑩ 第 9回公正審査会議（10 月 6 日） 

・ 馬主登録について（個人馬主による法人馬主登録 6 件） 

・ 馬主登録について（法人馬主による個人馬主登録 1 件） 

・ 馬主登録について（法人馬主の代表者変更1件） 

⑪ 第 10回公正審査会議（11 月 10 日） 

・ 2023年第3回馬主登録審査に係る馬主の登録について（68件） 
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・ 馬主登録について（個人馬主による法人馬主登録1件） 

・ 馬主登録について（法人馬主による法人馬主登録1件） 

・ 馬主登録について（法人馬主による個人馬主登録1件） 

・ 馬主登録について（組合馬主の組合員変更1件） 

・ 馬主登録について（組合馬主の組合員追加1件） 

・ 馬主登録について（個人馬主の馬主登録取消の猶予1件） 

⑫ 第 11回公正審査会議（12 月 6 日） 

・ 2024年度調教師免許（新規）について 

・ 馬主登録について（相続馬限定１件） 

・ 馬主登録について（個人馬主による法人馬主登録 2 件） 

・ 馬主登録について（法人馬主の代表者変更 1 件） 

 

（３）委員の異動 

なし  
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Ⅲ 子会社等に関する事項 (令和 5 事業年度末現在) 

１．子会社等の状況 

日本中央競馬会法施行規則（昭和 29 年農林省令第 56 号）第 10 条第 3 号に定める子

会社等の状況は以下のとおりです。 

（１）子会社：ＪＲＡシステムサービス㈱、ＪＲＡファシリティーズ㈱、日本馬匹輸送自

動車㈱、㈱中央競馬ピーアール・センター、日本スターティング・システム㈱、競馬

セキュリティサービス㈱ 

（２）関連会社：なし 

（３）関連一般社団法人等：(公財)競走馬理化学研究所、(公財)中央競馬馬主社会福祉財

団、(公財)競馬保安協会、(公財)馬事文化財団、(公財)軽種馬育成調教センター、(公

財)全国競馬・畜産振興会、(公財)ジャパン・スタッドブック・インターナショナル、

(一財)グリーンチャンネル、(公財)三木山人と馬とのふれあいの森協会、(一財)競馬

共助会、(一財)日本中央競馬会弘済会 

 

【日本中央競馬会と子会社等との関係を示した図】 
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【競馬会が直接出資している会社】 

○ＪＲＡシステムサービス㈱ 

○ＪＲＡファシリティーズ㈱ 

○日本馬匹輸送自動車㈱ 

○㈱中央競馬ピーアール・センター 

○日本スターティング・システム㈱ 

【子会社が出資している会社】 

○競馬セキュリティサービス㈱ 

【基本財産に対して競馬会が出捐している法人】 

○ 競走馬理化学研究所 ○ 全国競馬・畜産振興会 

○ 中央競馬馬主社会福祉財団 ○  

○ 競馬保安協会 ○ グリーンチャンネル 

○ 馬事文化財団 ○ 三木山人と馬とのふれあいの森協会 

○ 軽種馬育成調教センター  

【基本財産に対して競馬会の出捐がない法人】 

○ 競馬共助会        ○ 日本中央競馬会弘済会   
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２．子会社の名称、住所、資本金、事業内容、役員数、代表者の氏名、従業員数、日本中

央競馬会の所有する議決権の議決権の総数に対する割合及び日本中央競馬会との関係 

  子会社の名称・住所 

  代表者の氏名 

  資本金 

  競馬会の議決権所有割合 

主な事業内容 

売上高 

当期純利益 

利益剰余金 

令和 4 年 

決算額 

役員数 

(うち常勤) 

従業員数 

競馬会との関係 

ア 売上高中の競馬会との取引額 

         (令和 4年実績) 

イ 競馬会との重要な取引の概要 

ウ 競馬会役員の兼任状況 

  (百万円) (人)  

ＪＲＡシステムサービス㈱ 

【平成 19 年 10 月設立】 

東京都江東区永代 1-14-5 

代表取締役社長 木村  一人 

５００，０００千円 

５４．５％（子会社を含めた議決権

の所有割合１００％） 

・トータリゼータシステム及び

各種情報処理システム並びに

それらのシステムに関連する

機器の運用及び保守整備 

・競馬に関する情報の提供 

・各種機器・車両及び競馬用諸

設備の売買及び賃貸借並びに

それらに付帯する物品の売買

及び賃貸借 

１９，３９４  

４１４  

７，２１５  

１４  

（１１)  

５５６  

ア １６，１９３百万円 

イ ・トータリゼータシステム等

の運用保守管理業務 

  ・トータリゼータシステム等

のソフトウェア開発業務 

  ・競馬に関する情報提供シス

テムの運用業務 

ウ なし 

ＪＲＡファシリティーズ㈱ 

【平成 19 年 10 月設立】 

東京都中央区八丁堀 3-19-9 

代表取締役社長 木所  康夫 

３００，０００千円 

９４．９％（子会社を含めた議決権

の所有割合１００％） 

・建物、馬場、造園及び各種設

備の保守管理並びに関連資材

の販売 

・施設等の清掃、環境衛生、防

疫、廃棄物の管理及び警備 

・出走馬一覧表等各種刊行物の

作製及び版下作成 

・飼糧、敷料及び添加物等の輸

入並びに販売 

・損害保険代理業及び生命保険

の募集等 

２３，５２６  

 ５２８  

１１，８７４  

１４  

(１１)  

４９９  

ア １８，６３９百万円 

イ ・競馬場等の建物、設備、馬

場等の保守管理業務 

  ・競馬場等の清掃管理業務及

び清掃業務 

  ・レーシングプログラムの作

製 

  ・建物、設備、馬場等の設計

管理業務 

ウ なし 

日本馬匹輸送自動車㈱ 

【昭和 22 年 8 月設立】 

東京都港区新橋 6-20-11 

代表取締役社長 谷﨑    潤 

３６，０００千円 

１００％ 

・競走馬の輸送 

 ２，０６１  

３４  

１，６３７  

   ５  

  (３)  

９１  

ア ２，０３２百万円 

イ ・競走馬輸送業務 

ウ なし 

㈱中央競馬ピーアール・センター 

【昭和 53 年 10 月設立】 

東京都港区新橋 4-5-4 

代表取締役社長 新屋  勇人 

２０，０００千円 

６４．３％（子会社を含めた議決権

の所有割合１００％） 

・競馬及び馬文化等に関する図

書及び印刷物の企画、編集、

制作、出版及び販売 

・競馬及び馬文化等に関する映

像業務、音声業務並びにその

機器の運用、開発、販売、賃

貸及び保守整備 

・競馬及び馬文化等に関する各

種情報の収集及び提供 

６，８０１  

３０４  

２，４２１  

   ７  

(５)  

１１１  

ア ３，４１７百万円 

イ ・映像伝送ネットワークシス 

テム運用保守管理業務 

  ・競馬実況中継放送代理業務 

ウ なし 

日本スターティング・システム㈱ 

【昭和 40 年 9 月設立】 

東京都港区新橋 6-14-3 

代表取締役社長 横田  貞夫 

１０，０００千円 

１００％ 

・発馬機及びその周辺機器等の

運用並びに保守整備 

・発馬機及びその周辺機器の賃

貸並びに販売 

・競走馬の発走に関する補助 

１，６７９  

１７８  

１，４８４  

  ７  

(４)  

６９  

ア １，６６７百万円 

イ ・発馬機作業及び機材輸送業

務 

ウ なし 

競馬セキュリティサービス㈱ 

【平成 4 年 11 月設立】 

東京都港区西新橋 3-2-1 

代表取締役社長 小日向  照夫 

１００，０００千円 

０％（子会社を含めた議決権の所有

割合１００％） 

・総合警備保障業務 

・労働者派遣業務 

 ４，０４１  

１１０  

２，４４８  

  ４  

(２)  

１１７  

ア ３，５０２百万円 

イ ・競馬場等の常駐警備業務 

  ・競馬開催に係る警備業務、

案内業務及び競馬開催補

助業務 

ウ なし 
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３．関連一般社団法人等の名称、住所、基本財産、事業内容、役員数、代表者の氏名、職

員数及び日本中央競馬会との関係 

関連一般社団法人等の名称・住所 

代表者の氏名 

基本財産 

主な事業内容 

年間収入 

令和 4 年 

決算額 

役員数 

(うち常勤) 

従業員数 

競馬会との関係 

ア 年間収入中の競馬会支出額 

        (令和 4 年実績) 

イ 競馬会の業務との関係及び 

競馬会との重要な取引の概要 

ウ 競馬会役員の兼任状況 

  (百万円) (人)  

(公財)競走馬理化学研究所 

【昭和 40 年 8 月設立】 

栃木県宇都宮市砥上町 321-4 

理事長  安斉    了 

１，０３０，０５４千円 

 

 

 

・競走馬に施用される薬品及び

薬剤の検査及び研究 

・騎手に施用され、又は騎手が

使用する薬品及び薬剤の検

査及び研究 

・馬の親子判定及び個体識別に

係る検査及び研究 

・農畜産物等に使用される薬品

及び薬剤等の検査及び研究 

１，９８８  

   ６  

(３)  

６３  

ア ２，１６４百万円 

イ 「日本中央競馬会競馬施行規

約」に定める競走馬に係る薬物

検出機関 

 ・競走馬薬物検査業務 

 ・薬物検査法の開発に関する委

託研究業務 

ウ なし 

(公財)中央競馬馬主社会福祉財団 

【昭和 44 年 10 月設立】 

東京都港区虎ノ門 1-2-10 

理事長  畑山  光伸 

５，５１５，３６１千円 

 

・社会福祉を目的とする事業に

対する助成 

・社会福祉事業関係者の研修事

業に対する助成 

・中央競馬関係者の福利厚生の

向上のための事業 

６５８  

１０  

(１)  

６  

ア なし 

イ 競馬会が馬主に交付した競

馬賞金の一部を使用してその

事業を実施 

ウ 理事（非常勤） 吉田  正義 

 （競馬会理事長） 

  理事（非常勤） 臼田  雅弘 

 （競馬会常務理事） 

(公財)競馬保安協会 

【昭和 46 年 5 月設立】 

東京都港区新橋 4-5-4 

理事長  倉田  潤 

１０，０００千円 

・競馬の公正確保のために必要

な調査並びに情報及び資料

の収集 

・競馬の公正確保のために必要

な研究 

１，６１６  

５  

(５)  

１４５  

ア １，４５７百万円 

イ 競馬の公正確保上必要な調

査等を実施 

ウ なし 

(公財)馬事文化財団 

【昭和 51 年 4 月設立】 

神奈川県横浜市中区根岸台 1-3 

理事長  福田  正二 

１，８７０，８０５千円 

・馬に関する文献、標本、写真、

フィルム等の博物資料（以下

「馬事博物資料」）の収集、保

管及び展示 

・馬事博物資料に関する印刷物

の編集及び刊行 

・根岸競馬記念公苑の馬の博物

館その他施設の管理運営 

７０６  

７  

(２)  

２４  

ア ３２０百万円 

イ 根岸競馬記念公苑「馬の博物

館」、東京競馬場「ＪＲＡ競馬博

物館」及び「Ｇａｔｅ Ｊ．」の

管理運営等を実施 

ウ なし 

(公財)軽種馬育成調教センター 

【平成 3 年 3 月設立】 

北海道浦河郡浦河町字西舎 528 

理事長  草野  広実 

１，０００，０００千円 

・軽種馬の育成調教技術の改

善・普及 

・育成調教技術者の養成 

・共同利用に供する育成調教施

設の運営・管理 

８３４  

８  

(２)  

４１  

ア ５０４百万円 

イ 日高育成牧場の日高育成総

合施設軽種馬育成調教場の管

理運営等を実施 

ウ なし 

(公財)全国競馬・畜産振興会 

【平成 3 年 10 月設立】 

東京都港区新橋 4-5-4 

会 長  中村 嘉宏 

１，０００，０００千円 

・競馬の健全な発展を図るため

の事業に対する助成 

・畜産の振興に資するための事

業等に対する助成 

１９６  

７  

(２)  

１１  

ア １３８百万円 

イ 競馬の健全な発展を図るた

めの事業並びに畜産振興事業

等に対する助成等を実施 

ウ なし 
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関連一般社団法人等の名称・住所 

代表者の氏名 

基本財産 

主な事業内容 

年間収入 

令和 4 年 

決算額 

役員数 

(うち常勤) 

職員数 

競馬会との関係 

ア 年間収入中の競馬会支出額 

        (令和 4 年実績) 

イ 競馬会の業務との関係及び 

競馬会との重要な取引の概要 

ウ 競馬会役員の兼任状況 

  (百万円) (人)  

(公財)ジャパン・スタッドブック・ 

インターナショナル 

【平成 22 年 12 月設立】 

東京都港区新橋 4-5-4 

理事長  福井 紳弥 

１，０４０，８３０千円 

・海外における競馬に関する情

報の収集及び提供並びに我

が国の競馬に関する情報の

海外への提供 

・競馬の施行、競走馬の育成に

関する海外の競馬関係者と

の技術の交流 

・軽種馬の登録及び登録証明書

の発行 

・軽種馬の登録書その他関係図

書の刊行 

８７４  

 

６  

(３)  

３６  

ア ４７４百万円 

イ 競馬会が必要とする海外に

おける競馬に関する情報の収

集・提供及び競馬会の行う馬の

登録の基礎となる軽種馬の血

統登録等を実施 

ウ 監事（非常勤） 佐野  健吉 

 （競馬会理事） 

(一財)グリーンチャンネル 

【平成 5 年 9 月設立】 

東京都江東区永代 1-14-5 

理事長  勝見  浩二 

１，０００，０００千円 

・競馬、馬事文化及び農林水産

業等に関する放送、供給及び

配信業務 

・競馬、馬事文化及び農林水産

業等に関する番組の制作及

びその支援 

５，０１６  

８  

(４)  

２６  

ア ６７８百万円 

イ 中央競馬等の映像情報に関

する番組制作、放送等を実施 

ウ なし 

(公財)三木山人と馬とのふれあいの

森協会 

【平成 6 年 6 月設立】 

兵庫県三木市別所町高木 

三木ホースランドパーク 

理事長  伊東 茂治 

２００，０００千円 

・野外、体験活動等による交流

事業の実施 

・馬事に関する普及啓発 

・乗馬施設等馬事に関する施設

の整備及び維持管理 

５１３  

８  

(１)  

２０  

ア ２１７百万円 

イ 兵庫県三木市における乗馬

施設等馬事に関する施設の管

理運営等を実施 

ウ なし 

(一財)競馬共助会 

【昭和 23 年 9 月設立】 

東京都府中市日吉町 1-1 

会 長  吉﨑  一郎 

１，５００，０００千円 

・厩舎関係者等に対する福利厚

生に関する事業 

・診療所及び厚生施設の運営 

・競馬愛好者の利便に資するた

めの施設の管理・運営 

２，３６４  

７  

(３)  

８２  

ア ９６８百万円 

イ 中央競馬厩舎関係者の福利

厚生団体 

ウ 理事（非常勤） 佐野  健吉 

 （競馬会理事） 

(一財)日本中央競馬会弘済会 

【昭和 39 年 12 月設立】 

東京都港区西新橋 1-1-1 

会 長  峯島  善弘 

１，６００，０００千円 

・畜産に関する調査研究及び資

料の収集 

・職員の福利厚生に関する事業 

１６９  

７  

(２)  

５  

ア １百万円 

イ 競馬会職員の福利厚生団体 

ウ なし 
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Ⅳ 日本中央競馬会が対処すべき課題 

１．閣議決定 

（１）「特殊法人の整理合理化について」（平成 7年 2月 24日閣議決定） 

地方競馬との交流競走の拡大を図るとともに、通信衛星による競馬映像情報の提供、

地方競馬場における中央競馬の勝馬投票券の発売等を進めることにより、ファンサー

ビスの改善と地方競馬への支援に努める。また、勝馬投票券の発売・払戻の自動化等

により勝馬投票業務の効率化に努める。 

 

（２）「特殊法人等整理合理化計画」（平成 13年 12月 19日閣議決定） 

管理経費・競走事業費の削減など更なる事業の効率化を図る。その一環として、公

正確保と両立させつつ、一般競争入札等の範囲を大幅に拡大するとともに、関係会社

等に対する委託費等を削減する。 

 

（３）「行政改革の重要方針」（平成 17年 12月 24日閣議決定） 

事 業 

【助成金交付事業】 

〇 当事業の透明性向上のためにこれまで講じている外部有識者委員会による助

成事業の選定・評価、補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律の規定

の準用等に加え、助成事業の評価結果を全面的に公表する仕組みを導入する。 

〇 国の畜産関係補助金との役割分担を明確化する。 

【中央競馬関係事業】 

〇 競争性のある契約のうち競馬の公正・中立性の確保上支障のない契約につい

ては、そのすべての契約を、平成 22年までのできる限り早い時期に競争入札に

移行させる。 

〇 子会社・関係会社の組織・事業の再編・統廃合を実施する。 

〇 入札結果・経営内容等の情報開示を一層進める。 

【その他】 

〇 外部監査を導入する。 
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組 織 

〇 組織運営について、一層の効率化を図るため、次の措置を講ずる。 

・ 競馬の公正・中立性の確保上支障のない範囲において主務大臣の関与・規

制の緩和 

・ 内部組織として学識経験者等で構成される中立性を有する機関の設置 

・ 当該機関による定量的な経営目標の設定及び業績評価の実施 

・ 当該経営目標の公表及び当該業績評価の結果の公表 

・ 経営不調時における役員解任規定導入 

 

２．「特殊法人に関する行政評価・監視結果に基づく勧告（日本中央競馬会）」 

（平成 14年 1月 18日総務大臣から農林水産大臣へ勧告） 

支出の見直しについて 

（１）経費の節減等 

ア） 施設整備の抑制 

イ） 施設利用料の適正化 

ウ） 子会社等との契約の見直し 

エ） 窓口業務の自動化に伴う要員縮減の推進 

オ） 競走事業費の支出の抑制 

（２）ウインズの新設の抑制と運営の効率化 

（３）抽せん馬制度の見直し   

 

３．「独立行政法人等の保有する情報の公開に関する法律」の施行に伴う情報公開への適切

な対応（平成 14年 10 月 1日法律施行） 

 

４．「ギャンブル等依存症対策基本法」の施行に伴う適切な対応（令和 2年 10月 5日法律

施行） 

 

 

この事業報告書は、日本中央競馬会法施行規則第 10 条の規定に基づき、記載していま

す。なお、日本中央競馬会の事業年度は、1 月 1日から 12月 31日までとなっています。 
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